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の に 触れることで起こるやけどです。

湯たんぽやこたつ、カィロ、暖薦器異などで

起こる可能性があり、重 傷 になることもあり

ます。このようなものを使う時

にはこまめに&れの秩i譜を鶴票
し、注慧しながら使用しましょう。

だんぼう  しよ う

暖房の使用

温度を高く設定するほど、

空気は乾燥しやすくなりま

す。外との温度差が大きい

のも 体 に良くありません。

20℃を目安にしましょう。
また、ストープなどの暖房器具の近くでふ

ざけたりすると、やけ

どをしたり、火事にな
つたりすることがあり

ます。紙などの燃えや

すい物を援房器具の近

くに置くのも危険です。

ていおん

低温やけど

高温の物ではなく、心地よい

感じる範 ～ 50℃ くらいのも

望 ってい お ん ど

設定温度は 18～

うち  す

し,ど   かんり

湿度の管理

湿度が低いと、病気のウイルスが空気中に

浮遊し、 体の中に吸い込みやすくなります。

また、のどや鼻の粘膜が乾燥するとカゼなど

異蛍こと護囁盈砿鷲、
殉8湿は 50～60%を 目安にしま しょう。
鋲にれ編鶴がない場答には、濡

せんたくもの   'ま

したタオルや洗濯物を千したり、.
しよく心ヽつ

植 物 をおいたりするだけ

辞

と

でも加湿することが

できます。
(ぉ1言,11111｀

雑

＼
 ヽ 1

かんと

こまめな換気

長時間、閉め切つた部屋にいると、ホコリや
細識など壼貧が汚れてしましヽます。また、暖薦
畠良の桂壻によっては、生機守ビ農乗ゃ

=談
化説

素がきB屋にたまつてしまい、

気分が悪くなることがある

ので盤慧が懇醤です。
1時間に1箔をと箋推頸
の大れかえをしましょう。
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紹弱の機聾

固②治綴なと 1 
冬休みを利用して受診を !
ふゆやす り よう じゅしん

整爾藷謀葬イは棲香ゃ磐揺のチャンスです。
暫完許では、蕎緩型まで揺 繋類で豊診すること
ができます。小苧整でぁる塔の雷醒妖弓製が特契
に大きく認暫しますので、学覆から匙蒟をもらっ
たkはもちろん、もらわなかつた人も撃採みを禾」用
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學弊斯譜媛筆(12月現在)

して卍婦揆診で診てもらいましょう。
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